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通常総会第60回

　終了後、60周年記念祝賀会を開催
し、佐藤参事の挨拶で乾杯しました。
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～平成27年度の活動を振り返って～

すごく美味しかったね！

ソーセージとポップコーンを提供！

優しく教えてくれた農業高校のお兄さんお姉さん！

みんなに食べてもらったよ！イエーイ！

計根別ジュニア
ホルスタインクラブ

定期総会（活動パネル作成）４月

４月５月

６月

体験学習会（ソーセージ・アイスクリーム作り）スプリングフェア（手作りソーセージ試食会）

学習会（かぼちゃ、さつまいも作付け、花の寄せ植え）

みんなで仲良くパネル作り！じょうずに作れたよ！
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キャンプ、サイコー！来年も行こうね！

ノーザンホースパークにも行ったよ！

いっぱい採れて、楽しい～！

雨で寒かったけど、
中條おにいさんと
頑張りました！

７月

９月

３月

釧根合同サマーキャンプ

全道酪農教室参加

10月10月 学習会（さつまいも、南瓜、トマトの収穫）オータムフェア(さつまいもの提供)

学習会（アルバム作り、モーモークイズビンゴ大会）、
親子交流会（ウエスタン会食）

思い出いっぱいのアルバム

ジュニアホルスタインク
ラブは会員募集中です！
４月中旬に体験学習会を
予定しておりますので、
参加してみたい方は事務
局 外舘または酪農課ま
で、お気軽にお声かけく
ださい！
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講師の熊谷課長様です。
丁寧に分かりやすく
説明いただきました。

部員も真剣に聞いております。

　
３
月
10
日
、
農
協
二
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
北
海
道
農
政
事
務
所 

竹
田
次
長
よ
り
「
若
手

農
業
者
の
活
発
な
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
」
と
の
挨
拶

を
頂
き
、
農
政
事
務
所
釧
路
支
局
の
概
要
や
各
種
事
業

予
算
等
に
つ
い
て
各
担
当
者
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
青
年
部
員
か
ら
の
発
言
に
対
し
丁
寧
に
回

答
し
て
頂
き
、
と
て
も
有
意
義
な
意
見
交
換
会
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　
吉
田
》

　
２
月
29
日
、
当
Ｊ

Ａ
の
熊
谷
営
農
振
興

課
長
を
講
師
に
、
最

近
話
題
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

関
連
す
る
対
策
や
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
し

て
頂
き
、
畜
産
に
関

連
す
る
施
策
に
つ
い

て
知
識
を
深
め
ま
し

た
。

　
身
に
付
け
た
知
識

で
、
ど
の
よ
う
な
情

勢
に
も
負
け
な
い
生

産
基
盤
作
り
に
励
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
！

《
事
務
局　
吉
田
》

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
つ
い
て 

講
習
会
開
催
�

意見交換会�

発言する鹿野部長
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地
域
の
若
い
担
い
手
と
Ｊ
Ａ
職
員
の
懇
談
（
交

流
）
の
場
を
設
け
る
為
に
、
青
年
部
と
Ｊ
Ａ
職
員

（
営
農
部
）
と
の
懇
談
会
を
３
月
18
日
に
Ｊ
Ａ
和
室

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
営
農
部
の
各
課
よ
り
平
成
28
年
度
の
事
業

計
画
を
説
明
頂
い
た
後
、
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
を

行
い
、
最
後
に
懇
親
会
で
お
ひ
ら
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
懇
談
会
を
き
っ
か
け
に
、
青
年
部
と
Ｊ
Ａ

お
互
い
の
顔
と
気
持
ち
を
知
り
、
依
頼
・
相
談
し
や

す
い
環
境
、
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
参
加
、
地
域
・
農
業
の

担
い
手
の
育
成
と
リ
ー
ダ
ー
意
識
の
醸
成
が
図
ら
れ

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
《
事
務
局　
吉
田
》

牛
乳
豆
腐
の
商
品
化
を
目
指
し
て

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
み
る
ふ

ち
ゃ
ん
工
房
」（
安
斉
悟
会
長
・
久

保
・
末
広
・
信
夫
・
長
谷
川
会
員
）
は
、

目
的
の
第
１
段
階
と
し
て
農
協
役
員
を

対
象
と
し
た
試
食
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
前
日
に
牛
乳
10
ℓ
か
ら
、
高
温
殺
菌

し
た
牛
乳
豆
腐
と
低
温
殺
菌
し
た
牛
乳

豆
腐
を
調
理
し
、
２
月
23
日
に
当
Ｊ
Ａ

理
事
会
に
て
食
べ
比
べ
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　
試
食
後
の
感
想
で
は
、
低
温
殺
菌
が

や
わ
ら
か
く
て
美
味
し
い
と
人
気
で
し

た
が
、
高
温
殺
菌
し
た
方
（
硬
め
）
も

コ
ク
が
あ
り
、
料
理
方
法
や
ア
レ
ン
ジ

に
よ
っ
て
は
美
味
し
く
な
る
の
で
は
、

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
を
重
ね
ま
す
の

で
、
商
品
化
す
る
日
を
楽
し
み
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
！

JA職員との懇談会開催�

多くの部員が参加し、非常に盛り上がりました！
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　Aコープけねべつ店では、お客様の要望を身近
に知るために、町内や酪農家の女性ら５名が会員
となり『Aコープけねべつ店を「育てる会」』を
発足し、３月７日に第１回会議を農協２階にて開
催しました。活発に出た意見は今後の店づくりに
活かされることとなり、これからの活動にも期待
されます。

　根室振興局主催の根室管内女性新規
参入者交流会が３月 24 日、当ＪＡ二
階にて開催されました。参加者 20 名

（ＪＡけねべつ管内より６名）で、「育
児と仕事の両立の難しさと託児などサ
ポート体制構築の重要性」について話
すなど、和やかな雰囲気の中たいへん
盛り上がったようです。

　
２
月
29
日
、
札
幌

芸
術
文
化
の
館
で
平

成
27
年
度
検
定
員
中

央
研
修
会
が
行
わ
れ
、

そ
の
中
で
販
売
部
生

乳
販
売
課
の
高
橋
英

穂
課
長
が
長
年
の
乳

牛
検
定
事
務
局
を
歴

任
し
乳
牛
検
定
普
及

や
検
定
員
指
導
、
乳

牛
検
定W

eb

シ
ス

テ
ム
開
発
に
も
携
わ

り
乳
牛
検
定
指
導
者

と
し
て
尽
力
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
乳

用
牛
群
検
定
全
国
協

議
会
か
ら
優
良
検
定

指
導
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

地域密着型なお店づくり

新規参入した女性たちが集う

安心
　安全暮らしに

生
乳 

高
橋
課
長

優
良
検
定
指
導
者

を
受
賞
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み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
管
内
の
畜
産
・

酪
農
家
を
中
核
構
成
員
と
し
、
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
が
事
務
局
と
な

り
、
町
、
農
業
試
験
場
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
共
済
組
合
、
別
海

町
酪
農
研
修
牧
場
、
ホ
ク
レ
ン
、
根
室
生
産
連
な
ど
の
関
係
機

関
を
交
え
て
、
地
域
畜
産
業
の
振
興
と
酪
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
す

べ
く
「
け
ね
べ
つ
地
域
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
」
が
昨
年
２

月
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
の
主
な
取
組
と
し
て
、
畜
産
農
家
戸
々
の
生
産
拡

大
や
労
働
負
担
軽
減
に
伴
う
施
設
整
備
や
機
械
導
入
支
援
及
び

生
産
環
境
整
備
、
新
規
就
農
者
受
入
対
策
等
を
と
お
し
て
、
地

域
の
酪
農
生
産
力
の
維
持
拡
大
と
収
益
性
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
27
年
初
年
度
の
施
設
整
備
事
業
で
は
、
畜
舎
１
棟
（
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
２
台
）。
機
械
リ
ー
ス
事
業
で
は
15
戸
で
18
台

（
う
ち
新
規
就
農
者
１
戸
３
台
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
３
戸
４
台
を

含
む
）
の
機
械
導
入
を
図
り
ま
し
た
。

けねべつ地域畜産クラスター協議会
初年度事業の取組について

新築での畜舎整備　Ｓ牧場

Ｓ牧場畜舎内部

増築での搾乳ロボット導入　ＫＬ牧場

増築での搾乳ロボット導入　Ｍ牧場

増築での搾乳ロボット導入　Ｋ牧場
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　販売部酪農課 中條匡晃さん
と営農部営農支援課 渡邊礼南
さんがめでたくご結婚されまし
た。約３年半の交際期間を経て、
礼南さんの誕生日に入籍したそ
うです。皆様、これからもどう
ぞよろしくお願いします！

平成28年２月24日入籍

中 條　匡 晃さん（29）
礼 南さん（26）

新

♥婚
♥カ♥ッ

♥プ♥ル♥紹
♥介

農業者年金を
受給されている皆さまへ

現況届の提出を忘れたら？ 11月支給分から年金の支払いが差し止めになります。
６月30日までに農業委員会に提出してください。現況届の提出はいつ？

５月末日頃に直接受給権者ご本人あてに農業者年金基金から送付されます。
現況届の用紙が届くのはいつ？

　受給権者ご本人が、現況届に署名・記入して６月30日までに農業委員会に提出してください。
＊�上記①または②において、受給権者ご本人が署名・記入することが困難な場合は、代理人（親族等）
が署名・記入をしてください。
＊現況届は、農業委員会のほか、役場の各支所・連絡事務所へ提出して頂いても結構です。

②農業者老齢年金を受給している方

　受給権者ご本人が、農地等を取得するなどして農業を再開していないこと（初めて現況届を提出され
る方の場合は、農業所得の申告などの諸名義が経営移譲の相手方に変更していること）などをお確かめ
のうえ、現況届に署名・記入して６月30日までに農業委員会に提出し内容の確認を受けてください。

①経営移譲年金・特例付加年金を受給している方

現況届は、年金を受給するために
必要な毎年の手続きです。

現況届は
忘れずに提出を!
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● ● ●  退職のあいさつ  ● ● ●

理
事
兼
務
参
事
　
佐
　
藤
　
良
　
文

　
今
冬
は
、
こ
こ
数
年
の
中
で
は
豪
雪
・
暴
風
雪
も
少
な
く
て
除
雪
に
忙
殺
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
、
生
乳
生
産
に
没
頭
で
き
昨
年
の
酪
農
景
気
を
更
に
後
押
し

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
春
め
い
て
く
る
と
心

も
体
も
蠢
い
て
、
何
と
は
な
し
に
活
動
の
準
備
に
入
っ
て
い
る
気
が
す
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
何
れ
に
し
ろ
、
こ
の
後
の
天
候
も
穏
や
か
に
進
み
豊
穣

の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
三
月
末
日
を
以
っ
て
当
組
合
を
退
職
致
し

ま
し
た
。
昭
和
五
十
一
年
入
組
以
来
、
四
十
年
間
の
在
職
中
は
組
合
員
の
皆
様

に
あ
ら
ゆ
る
業
務
の
中
で
大
変
お
世
話
に
な
り
、
職
を
全
う
で
き
ま
し
た
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
わ
け
授
精
師
十
二
年
、
販
売
担
当
七
年
、

計
十
九
年
間
に
、
酪
農
経
営
の
根
幹
と
な
り
ま
す
繁
殖
、
重
要
な
副
収
入
源
で

結
束
す
る
こ
と
が
難
局
打
開
の
糸
口
、

そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
が
更
に
地
域
の
力
と
な
り
ま
す

そ
の
答
え
は
皆
さ
ん
の「
思
い
」の
積
み
重
ね
に
あ
り
ま
す

あ
る
畜
肉
個
体
販
売
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
組
合
員
目
線
・
現
場
目
線
の
職
員
気

質
を
形
成
せ
し
め
、
そ
の
後
の
あ
ら
ゆ
る
企
画
立
案
の
礎
と
な
っ
た
こ
と
は
言

う
に
及
び
ま
せ
ん
。
ま
た
同
時
に
、
一
人
で
で
き
る
仕
事
は
知
れ
て
い
る
、
多

く
の
仲
間
の
連
携
、
機
動
力
が
あ
っ
て
業
務
が
成
り
立
つ
こ
と
も
肌
で
感
じ
た

期
間
で
あ
り
ま
し
た
。
折
々
の
仲
間
達
（
諸
先
輩
、
同
僚
）
に
も
感
謝
の
気
持

ち
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
入
組
当
初
か
ら
「
活
気
の
あ
る
農
協
」
と
の
思
い
が
強
く
（
十
七
、十
八
才

の
頃
か
ら
関
わ
っ
た
別
の
農
協
が
あ
っ
た
の
で
）、
こ
の
原
動
力
は
何
か
と
暫

く
思
い
あ
ぐ
ね
て
い
ま
し
た
が
十
年
く
ら
い
経
っ
て
か
ら
気
付
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、「
皆
で
共
に
進
も
う
」
と
い
う
結
束
力
・
団
結
力
の
強
さ
、
職
員
が
毎

朝
朗
誦
し
て
い
る
綱
領
の
中
に
あ
る
「
共
存
同
栄
」
の
精
神
に
長
け
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
裏
を
返
せ
ば
歴
代
の
組
合
長
を
始
め
と
す
る
役
員
の
不

協
和
音
が
少
な
い
か
ら
前
に
進
む
力
が
強
く
表
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
連

綿
と
続
い
て
我
が
農
協
の
気
風
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
私
は
、
当
農
協
で
お
世
話
に
な
れ
た
こ
と
を
人
生
最
大
の
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
役
職
員
・
組
合
員
が
今
以
上
に
力
を
合
わ
せ
個
々
の
酪
農
経
営
は

も
と
よ
り
地
域
も
発
展
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
併
せ
て
ご
家
族
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
い
間　
お
世
話
に
な
り　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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総　　会

理 事 会監 事 会

組 合 長

企画会議

理事兼務参事

購 買 委 員 会
販 売 委 員 会
総務企画委員会

バルククーラー
管理運営委員会

監 査 室

営　農　部 金融共済部販　売　部購　買　部 総　務　部

総
務
電
算
課

審　

査　

課

金　

融　

課

共　

済　

課

営
農
支
援
課

営
農
振
興
課

営
農
企
画
課

基
盤
強
化
対
策
課

畜
産
販
売
課

生
産
セ
ン
タ
ー

生
乳
販
売
課

酪　

農　

課

資
材
生
活
課

燃
料
部
品
課

総　

務　

係

経
理
電
算
係

審　

査　

係

金　

融　

係

共　

済　

係

営
農
相
談
係

営
農
振
興
係

生
産
企
画
係

組
織
広
報
係

基
盤
強
化
対
策
係

畜
産
販
売
係

生
産
セ
ン
タ
ー
係

生
乳
販
売
係

酪　

農　

係

資　

材　

係

生　

活　

係

燃
料
部
品
係

組織機構図及び
職員配置図 西塚　秀夫

中瀬　　満

部長　金野　智樹 部長　蛎崎　康夫

係　
　
　
　

長　

成
戸　

道
典　
係　

羽
田　

依
世
・
宮
下　
　

遥
（
試
用
職
員
）

   係
長
総
務
係
長
兼
務　

係　

佐
藤　

愛
里
・
石
田　

真
紀

   係
長
総
務
係
長
兼
務　

係　

深
瀬　
　

望

係
長
課
長
兼
務　

係　

高
橋
久
美
子
・
福
本　

留
未
・
須
貝　

侑
平
・
佐
藤
茉
梨
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄　

恵
利
華

係
長　

白
幡　

明
大　
係　

石
神
亜
希
子
・
片
岡　

尚
子

係　
　
　
　

長　

吉
田　

和
弘　
係　

中
條　

礼
南

係
長
主
幹
兼
務　
　

係
長
課
長
兼
務

   係
長
課
長
兼
務　

係　

中
野
あ
ず
さ

係　
　
　
　

長　

片
岡　

美
幸

係
長　

大
槻　

勝
一　
係　

筒
井　

悌
紀
・
三
浦　

な
な

   主　
　
　
　

査　

大
友　

賢
治　
係　

須
藤　
　

功
・
喜
来　
　

実
・
倉
内　

宏
樹
（
臨
時
職
員
）

係
長
課
長
兼
務　

係　

藤
田  

恒
久
・
石
川　

将
貴

係　
　
　
　

長　

佐
々
木　

完　
係　

星
野　

洋
平
・
小
林　

央
知
・
森
脇　

拓
也
・
中
條　

匡
晃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

慎
吾
・
外
舘　

翔
太
・
斎
藤　

有
利
・
小
笠
原
佑
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
本   

晃
大
（
試
用
職
員
）
・
小
川　

岳
志
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

堀
田　

秀
哉　
係　

倉
田　

瑠
美
・
仲
谷　

鮎
美

   係　
　
　
　

長　

中
野　
　

庶
（
店
長
兼
務
）　

係　

小
高　

亜
季

   係
長
主
幹
兼
務　

係　

玉
置　

博
斗
・
森
田　

優
美
（
臨
時
職
員
）

部長　松岡　幸樹部長　須崎　　徹部長　熊谷　昌仙

男子職員　40名
女子職員　20名
合　計 　60名

※ 太字 は４月１日付異動及び配属

課
長 

部
長
兼
務

課
長 

部
長
兼
務

課
長　

川
目　
　

聡

課
長 

金
融
課
長
兼
務

課
長 

部
長
兼
務

主
幹　

谷
川　

好
則

課
長　

深
見　
　

亮

課
長　

川
目　
　

剛

課
長　

大
矢
根
裕
辞

セ
ン
タ
ー
長 

部
長
兼
務

課
長　

高
橋　

英
穂

課
長　

萱
岡　
　

智

課
長　

佐
藤　

厚
柱

主
幹　

太
田　
　

孝

主
幹

谷
川

好
則

中瀬　　満

部長　松岡　幸樹部長　金野　智樹部長　須崎　　徹部長　熊谷　昌仙

石
田

真
紀

玄

恵
利
華

宮
下

遥
（
試
用
職
員
）

係
長

白
幡

明
大

係
長

大
槻　

勝
一

主

査

大
友

賢
治

係

藤
田 

恒
久

三
浦

な
な

小
笠
原
佑
太

久
本   

晃
大
（
試
用
職
員
）

小
川

岳
志
（
試
用
職
員
）

仲
谷

鮎
美

太字 

室長(兼)総務部長
室長(兼)総務電算課総務係長
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Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆

さ
ん
か
ら
提
言
頂
き
ま
し
た
「
北
海
道
農

業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」

を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

美
し
い
農
村
景
観
の
意
味
と
価
値

加
工
食
品
の
材
料
に
も
北
海
道
産

作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
　
森
　
　
久
美
子 

氏

作家・エッセイスト
農林水産省・食料・農業・農村政策審議会臨時委員

北海道農業・農村審議会委員

森
もり

　 久
く

美
み

子
こ

 氏

　
東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、
実
家
か
ら

届
い
た
北
海
道
の
野
菜
を
お
す
そ
分
け
を

す
る
と
、
食
べ
て
み
な
い
う
ち
に
「
北
海

道
の
で
し
ょ
、
お
い
し
い
ん
だ
よ
ね
」
と

必
ず
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
同
時
に
農
村

景
観
の
美
し
さ
や
清
涼
な
空
気
、
広
大
な

土
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
買
っ
て
い
る
と

思
っ
た
。

　
札
幌
市
民
あ
る
い
は
道
民
は
、
当
た
り

前
す
ぎ
て
、
農
業
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
の
風
景
だ
と
い
う
あ
り
が
た
み

が
欠
け
て
い
る
。

　
「
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な
こ
の
景

観
」
と
い
う
の
は
、
半
分
は
冗
談
に
聞
こ

え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
な
り
本
気
で

思
っ
て
い
る
。
農
業
が
継
続
さ
れ
な
い
と
、

こ
の
景
観
を
失
い
観
光
客
も
来
な
く
な
り
、

経
済
で
も
北
海
道
は
行
き
詰
る
。

　
そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。
食

農
教
育
の
分
野
で
、
み
な
さ
ん
個
人
個
人

は
頑
張
っ
て
頂
い
て
お
り
、
農
作
業
の
ご

苦
労
や
、
な
ぜ
お
い
し
い
の
か
と
い
う
話

は
さ
れ
る
が
、
案
外
、
輪
作
体
系
を
教
え

て
い
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　

去
年
と
同
じ
農
村
景
観
を
撮
ろ
う
と

思
っ
て
行
っ
た
ら
、
な
ぜ
か
色
が
違
う
。

輪
作
が
あ
る
か
ら
だ
よ
と
都
会
の
人
た
ち

に
も
教
え
て
頂
き
た
い
。
Ｊ
Ａ
の
力
で
あ

れ
ば
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。消

費
者
に
選
ば
れ
る
北
海
道
産

入
り
の
加
工
食
品

　
単
身
者
の
世
帯
数
が
全
国
平
均
で
戸
数

と
し
て
３
割
以
上
あ
る
。
生
鮮
食
品
に
使

う
食
料
費
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

外
食
、
外
食
以
外
の
中
食
、
調
理
済
み
食

品
に
食
料
支
出
の
44
％
を
使
っ
て
い
る
の

が
２
０
１
３
年
度
の
統
計
に
出
て
い
る
。

　
加
工
食
品
を
食
べ
て
い
る
人
た
ち
が
、

ど
れ
だ
け
日
本
の
も
の
や
道
産
の
も
の
を

意
識
し
て
く
だ
さ
る
か
が
非
常
に
重
要
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
て
、

「
北
海
道
産
を
使
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
麺
」、

と
か
表
示
な
り
宣
伝
文
句
を
つ
け
て
、
そ

の
分
、
仮
に
外
国
産
の
材
料
よ
り
10
円
高

く
て
も
買
う
、
と
い
う
消
費
者
を
増
や
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
北
海
道
の
目
指
す
農
業
、
農
村
の
姿
と

い
う
こ
と
で
、
５
５
０
万
人
と
共
に
と
い

う
こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し
い
。
実
現
で
き

る
よ
う
、
私
た
ち
も
消
費
者
の
一
人
で
も

あ
る
の
で
力
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　
力
強
い
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
農
業
を

続
け
ら
れ
た
ご
年
配
の
方
た
ち
が
、「
自

分
の
人
生
は
こ
れ
で
良
か
っ
た
」
と
思
う

よ
う
な
農
村
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
力
強
い

農
業
・
農
村
に
は
、
そ
の
こ
と
も
含
ん
で

い
る
こ
と
を
意
識
し
て
頂
き
た
い
。
Ａ

コ
ー
プ
の
買
い
物
支
援
も
含
め
て
地
域
の

人
た
ち
を
守
る
、
地
味
だ
け
ど
Ｊ
Ａ
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
を
ぜ
ひ
忘
れ
な
い
で
や
っ

て
頂
き
た
い
。

最
後
に
一
言

　
再
生
産
で
き
る
価
格
で
買
っ
て
頂
い
て

農
業
が
続
け
ら
れ
、
農
村
を
守
る
た
め
に

補
助
金
を
出
し
て
も
ら
う
。
国
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
る
た
め
の
啓
蒙
活
動

を
し
て
頂
き
た
い
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
含
め
農
家
を
守
る
こ

と
が
、
道
民
の
健
康
や
生
活
を
守
っ
て
い

る
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
。
農
業
に
対
す
る
理
解
が

な
い
人
た
ち
が
誤
解
な
く
農
業
を
理
解
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
。

　
第
３
回
は
、
森
久
美
子
氏
の
提
言
を
紹

介
し
ま
す
。

美
し
い
農
村
景
観
を
守
る
た
め

輪
作
体
系
の
教
育
を

　
景
観
に
つ
い
て
考
え
る
気
持
ち
を
お
話

し
し
た
い
。
以
前
、
写
真
で
見
た
美
瑛
町

の
農
村
景
観
に
び
っ
く
り
し
た
。
こ
の
美

し
さ
は
農
業
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
と
気
づ

い
た
。

～
第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　3月25日現在 2,200円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 461 438 864,000 438,480 734,528 34,711
乳牛・ホル初妊ET 32 31 1,004,400 616,680 896,156 -24,274
乳牛・ホ無　初妊 5 4 695,520 534,600 621,810 -39,330
乳牛・ホル　経産牛 2 2 488,160 419,040 453,600 -65,880
そ の 他 の 乳 用 種

合　　　　計 500 475 1,004,400 419,040 742,945 24,867

市 場 情 報

生 乳 販 売 情 報
平成27年度2月末　管内農協生乳受託実績表	 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　3月11日開催分	 税込み

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数   3月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,495 80
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 3,871 -148
そ の 他 の 未 経 産 52 -1

計 7,418 -69
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,499 32
そ の 他 の 経 産 牛 41 0

計 10,540 32
合　　　　　　　計 17,958 -37

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 504 7
黒 毛 和 種 　 オ ス 60 1

計 564 8
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 114 1
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 75 9

計 189 7
合　　　　　　　計 753 15
総　　　合　　　計 18,711 -22

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 310 301 861,840 167,400 714,694 17,302
肉牛・黒毛　メスET 28 28 1,090,800 619,920 767,494 11,780
肉牛・黒毛　メス計 338 329 1,090,800 167,400 719,188 -3,384
肉 牛 ・ 黒 毛 　 オ ス 1 1 463,320 463,320 463,320
肉 牛 ・ 黒 毛 　 去 勢 386 383 1,113,480 538,920 862,240 44,618
肉牛・黒毛　去勢ET 48 47 1,139,400 649,080 878,660 17,771
肉牛・黒毛　去勢計 434 430 1,139,400 538,920 864,035 28,060
肉素・肉専用種　去勢
繁 殖 ・ 黒 毛 10 9 1,463,400 666,360 926,040 147,697
繁殖・乳用交雑種 2 2 751,680 720,360 736,020
廃 用 ・ 黒 毛 58 58 671,760 167,400 411,257 17,537
廃 用 肉 専 用 種

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
Ｊ Ａ 標 津 町 8,039,333 107.3 89,796,326 101.1 136
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,026,780 106.0 115,647,004 103.3 172
Ｊ Ａ け ね べ つ 6,998,532 109.6 78,871,587 103.7 144
Ｊ Ａ 中 春 別 9,587,850 108.9 107,523,440 102.3 171

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,150,257 104.6 82,796,842 98.1 147
上 春 別 支 所 5,206,575 110.0 59,037,238 105.1 76
別 海 本 所 12,168,561 100.2 141,610,889 96.1 248
根 室 支 所 3,796,833 106.5 44,659,723 102.3 88

小　　　　計 28,322,226 103.8 328,104,692 99.0 559
合　　　　　計 62,974,721 106.0 719,943,049 100.9 1,182

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
初生・ホル　オス 185 182 185,760 4,320 103,977 17,444
初生・ホル　ﾌﾘーﾏﾁﾝ 10 10 54,000 10,800 37,584 4,791
初生・ホル　メス 28 28 358,560 166,320 302,709 35,881
初 生 ・ F 1 　 オ ス 108 107 353,160 109,080 265,004 -560
初 生 ・ F 1 　 メ ス 105 104 261,360 47,520 181,648 1,618
初生・和牛　オス 11 11 738,720 438,480 587,815 53,431
初生・和牛　メス 5 5 552,960 378,000 492,264 27,216
初生・肉専用種　メス
初生・肉専用種　オス
初生・その他　オス 3 3 60,480 3,240 28,440 11,160
初生・その他　メス
乳牛・ホル　育成 60 59 605,880 90,720 445,399 11,995
乳牛・ホル無登録育成
乳牛・ホル　初妊 19 19 789,480 486,000 613,895 -9,985
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 8 8 540,000 253,800 393,660 17,820
乳 牛 他 乳 用 種
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス 1 1 277,560 277,560 277,560
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス
肉素・ホル中トｸ　メス
肉素・ホル中トｸ　ﾇｷ 3 3 160,920 108,000 141,840 85,680
肉素・ホル中トｸ　オス 2 2 154,440 41,040 97,740 -21,060
肉素・ﾎﾙ12ヶ月以上メス 16 16 367,200 16,200 266,220 -19,462
肉素・黒毛和種オス
肉素・黒毛和種メス
肉素・黒毛和種ﾇｷ
廃 　 用 ・ そ の 他 2 2 118,800 97,200 108,000
廃 　 用 ・ ホ 　 ル 132 132 342,360 97,200 194,883 9,486
廃 用 ・ 黒 毛 和 種
繁 殖 黒 毛 和 種

ホクレン根室家畜市場	一般市場	3月23日開催分	 税込み

ホクレン根室家畜市場	乳牛市場（セール）	3月14日開催分		税込み
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草地の確認と施肥の注意点

１　

草
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

【
凍
害
の
有
無
】

　
　
今
冬
は
根
雪
が
遅
く
、
ま
た
、

少
雪
に
よ
り
土
壌
凍
結
が
、
平
年
よ

り
深
く
入
っ
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま

す
（
表
１
）。

し
ょ
う
。

　
冬
枯
れ
の
状
況
を
確
認
し
、
粗
飼

料
確
保
量
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
場

合
は
、
追
播
も
含
め
た
更
新
計
画
を

立
て
ま
し
ょ
う
。

２　

施
肥
は
適
期
に
行
い
ま
し
ょ
う

【
施
肥
時
期
】

　
牧
草
の
収
量
は
、
施
肥
時
期
の
影

響
を
受
け
ま
す
。「
萌
芽
」
が
始
ま

り
、
こ
れ
か
ら
生
長
し
始
め
る
時
期

に
養
分
が
無
い
と
茎
数
が
増
え
ず
、

収
量
が
低
下
し
ま
す
（
図
１
）。

表１ 土壌凍結深と積雪深（2/15時点）

※普及センターのホームページより引用

て
、
ス
ラ
リ
ー
が
牧
草
に
付
着
し
サ

イ
レ
ー
ジ
へ
混
入
し
や
す
く
な
る
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

【
量
・
時
期
】

　
ス
ラ
リ
ー
の
散
布
量
が
多
く
、
さ

ら
に
散
布
時
期
が
遅
く
な
る
ほ
ど
、

サ
イ
レ
ー
ジ
へ
の
混
入
量
が
増
え
、

サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
を
低
下
さ
せ
ま
す

（
図
２
）。

　
ス
ラ
リ
ー
の
散
布
は
、
サ
イ
レ
ー

ジ
を
収
穫
す
る
50
日
以
上
前
（
遅
く

て
も
５
月
中
旬
）
ま
で
に
行
う
べ
き

で
す
（
時
期
が
遅
く
な
る
と
伸
長
し

た
牧
草
自
体
へ
の
付
着
も
多
く
な
り

ま
す
）。
ま
た
、
牧
草
中
の
硝
酸
態

窒
素
濃
度
は
、
過
剰
な
量
の
施
用
、

散
布
か
ら
収
穫
ま
で
の
期
間
が
短
い

と
高
ま
り
ま
す
。

　
散
布
機
械
等
の
準
備
を
計
画
的
に

立
て
て
、
速
や
か
に
散
布
出
来
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
粘
度
（
濃
度
）】

　
ス
ラ
リ
ー
の
粘
度
は
、
処
理
方
法

（
固
液
分
離
、
ば
っ
気
、
加
水
、
バ

イ
オ
ガ
ス
等
）
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

「
ど
ろ
っ
と
」
し
た
も
の
は
、
牧
草

に
付
着
し
や
す
く
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質

の
低
下
原
因
と
な
り
ま
す
（
図
３
）。

　
ば
っ
気
や
加
水
に
よ
っ
て
粘
度
を

下
げ
て
散
布
す
る
と
、
牧
草
へ
の
付

着
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

可
能
な
範
囲
で
取
り
組
む
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
（
詳
し
く
は
Ｈ
22
年

発
行　
営
農
改
善
資
料
「
サ
イ
レ
ー

ジ
の
達
人
」
を
参
照
）。

図１  早春の施肥時期が１番草収量、有穂茎
数に及ぼす影響（根釧農試1986）

図3  スラリーの性状とサイレージ品質の関係（H22「サイレー
ジの達人」より）

図２  スラリー散布方法（量・時期）の違いに
よるサイレージ原料草の洗浄液の比較

　　 （H22「サイレージの達人」より）

町村 地区
凍結深 積雪

2/15 平年 2/15 平年
根室市 3カ所平均 -25.5 -28.5 4.3 15.4
別海町 5カ所平均 -41.8 -29.3 19.8 36.3

中標津

武佐 -21.5 -16.5 37.0 54.5
俵橋 -46.9 -23.1 1.0 47.1
豊岡 -34.5 -31.4 23.0 31.3
当幌 -32.0 -31.4 20.0 31.5
上標津 -49.2 -24.4 37.0 43.2

標津町 古多糠 -22.5 -8.1 33.0 55.9

　
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
頃
に
な

る
と
牧
草
が
芽
吹
き
（
萌
芽
）、
草

地
が
緑
色
に
な
り
始
め
ま
す
の
で
、

凍
害
に
よ
る
冬
枯
れ
の
状
況
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
手
で
引
っ
ぱ
る
と

す
っ
ぽ
り
根
か
ら
抜
け
て
し
ま
う
牧

草
は
、
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
特

に
、
マ
メ
科
牧
草
や
前
年
に
更
新
し

た
新
播
草
地
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ

ス
、
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
（
近

年
、
放
牧
地
で
利
用
が
増
加
）
等
は

凍
害
に
弱
い
た
め
、
よ
く
観
察
し
ま

600

400

200

0

500

400

300

200

100

0

１
番
草
の
乾
物
収
量
（
㎏
／
10
ａ
）

乾
物
収
量

有
穂
茎
数
（
本
／
㎡
）

有穂茎数
（穂の出る茎の数）

5月
上

5月
中

5月
下

無窒素

　
土
壌
凍
結
が
抜
け
、
草
地
に
機
械

が
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
速
や

か
に
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

３���

ス
ラ
リ
ー
散
布
に
よ
る
サ
イ

レ
ー
ジ
へ
の
影
響

　
ス
ラ
リ
ー
散
布
の
場
合
、
量
・
時

期
・
粘
度
（
濃
度
）
の
条
件
に
よ
っ

80
70
60
50
40
30
20
10
0 無施用

洗浄液乾物重

5/10
2ｔ

無施用 5/10.2ｔ 5/10.4ｔ 5/19.2ｔ 5/19.4ｔ

5/10
4ｔ

5/19
2ｔ

5/19
4ｔ

（㎎）

加水
していない
スラリー

スラリーの性状

サイレージ
発酵品質

加水していないスラリー

アンモニア態窒素/
全窒素(%） 酪酸(%）

どろっと
している
乾物率10.7％

11.8 0.37 0

加水したスラリー

アンモニア態窒素/
全窒素(%） 酪酸(%）

4.8

加水した
スラリー

さらっと
している
乾物率3.2％

　
ま
た
、
た
い
肥
散
布
の
場
合
も
散

布
遅
れ
に
留
意
し
、
塊
が
目
立
っ
て

い
た
ら
パ
ス
チ
ャ
―
ハ
ロ
ー
等
を
か

け
て
砕
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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営農部 基盤強化対策課より
　
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
、
蹄
浴

は
行
っ
て
い
ま
す
か
？
蹄
病
は
①
乳
量
の
減
少
②
乳

質
の
低
下
③
飼
料
効
率
の
低
下
④
繁
殖
成
績
の
低
下

を
招
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
根
室
管
内
の
調

査
結
果
で
は
、
肢
蹄
の
状
態
が
良
い
酪
農
家
は
悪
い

酪
農
家
と
比
べ
て
①
日
乳
量
1.4
㎏
②
体
細
胞
数
2.1
万

③
空
胎
日
数
5
日
の
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。
乳
生
産

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
蹄
病
で
す
が
、
病
気
の
封

じ
込
め
は
思
っ
た
ほ
ど
で
き
て
お
ら
ず
、
現
地
調
査

を
行
う
と
肢
蹄
が
健
康
と
い
え
る
牛
は
53
％
し
か
い

な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

　

蹄
病
の
治
療
を
行
う
際
に
最
も
多
い
の
は
Ｐ
Ｄ

Ｄ
（
趾
皮
膚
炎
）
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り

ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｄ
の
主
因
菌
は
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
と
い
う

菌
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
細
菌
が
関
与

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
感
染
牛
に
多
大
な
痛

み
や
不
快
感
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
必

ず
し
も
跛
行
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
点
が
や
っ
か
い

で
す
。
こ
の
菌
は
酸
素
の
少
な
い
状
態
を
好
み
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
糞
尿
の
溜
ま
っ
た
不
衛
生
な
状
態
が

続
く
と
Ｐ
Ｄ
Ｄ
の
感
染
が
広
が
る
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｄ
の
予
防
に
は
、
通
路
や
ベ
ッ
ド
の
清
掃
と

同
時
に
蹄
浴
を
行
う
の
が
効
果
的
で
す
。
特
に
４
月

と
９
月
は
伝
播
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｄ
は

原
因
菌
が
皮
膚
の
奥
深
く
に
潜
伏
す
る
た
め
、
根
絶

が
困
難
で
す
。
暖
か
く
な
り
、
菌
が
動
き
出
す
こ
の

時
期
が
予
防
に
は
大
切
な
時
期
で
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｄ
が
出

始
め
た
ら
…
で
は
な
く
、
寒
さ
が
緩
ん
で
き
た
こ
の

時
期
に
蹄
浴
を
お
願
い
し
ま
す
。

※乳牛の肢蹄の実態と改善方策　－根室管内の肢蹄調査結果から－
（平成24年11月、根室農業改良普及センター、根室生産連）

※肢蹄改善ニュースレター　No.2
（平成26年11月、根室生産連、根室農業改良普及センター、農協、根室牛削蹄師会）

53%53%36%36%

9%9%
2%2%

肢蹄の実態

健康牛 治療予備牛 要治療牛 淘汰牛

66%66%

27%27%

7%7%

蹄病処置の内訳

PDD 蹄底潰瘍 その他

森脇授
精師より

こまめな薬液の交換で
効果的な蹄浴をしましょう！
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氏　名
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（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する

答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼﾝトを組織広報係でお受け取り下さい。
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DC

E

F

A

B

1 2 3 54

6 87

10 11

12 13 14

1615

17 1918

20 21
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■元気のもと
　 あす来る友を　待つ身の喜び　今日のし

あわせ　（なかよしおばあさん）

■大きく育ってね
　 白と黒　（大成Ｋさん）

１　式典で来賓が述べる

２　名を捨てて取るもの

４　 所属する政党から離れるこ

と

５　棘で身を守る美しい花

７　 図表やグラフ、一覧表。ヒッ

ト・○○○○

10　 昔から伝えられているいわ

れのある事柄

11　 願い事を書いて神社に奉納

13　貸家や貸店舗の料金

14　 頭痛がするとき押さえる場

所

16　 世界最大級のカルデラを持

つ○○山

17　 来年のことを言えば○○が

笑う

19　 大学で専攻科目として研

究・演習

１　 物事の首尾一貫、○○を通

す

３　 真犯人の○○○○を崩す名

探偵

６　 大急ぎ、急○○○で仕事を

進めます

８　 「○○の子」とは秘蔵の金

品

９　夜間に運行する○○○列車

12　充電、蓄電のこと

14　○○犬は神社の魔除け

15　 七五三の祝い、紅白の棒状

の縁起物

17　あだで返してはいけません

18　 かつて九州を走った特急列

車。海辺の風という意味

20　○○あれば苦もあり

21　話に○○を傾ける

◦ 正解者５名の方にすてきなプレゼﾝトを
さしあげます。なお、正解者多数の場合
は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所入
り口に設置している投書箱へ。または、組
織広報係までＦＡＸ（78-2048）お願い
します。

《締め切り》平成28年４月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャ
ンスなどを募集しています！営農企画課までメールするか
事務所玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

クロスワードパズル
３月号の答え ヒガンマイリ

小林　光雄さん　田中　茂男さん　加部　絢子さん
工藤　克子さん　特命係長�只野　仁さん
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㈱ケネカランド生産種雄牛�優秀種雄牛生産者顕彰

　２０１６年３月に公表されたケネカラﾝドテﾝプトレスブラッｸ
ブレイﾝET号が、ＮTＰ31位にラﾝｷﾝグされ、優秀種雄牛生
産者顕彰がケネカラﾝドに贈られた。
　ブラッｸブレイﾝ号の母は中標津町福村牧場ﾏナージェムﾌァミ
ﾘーで、乳用性に富んだ体型と乳器の素晴らしさを兼ね備えていま
した。繁殖性・生産寿命を改良する為、ＨEＦジャスティスネオE
T（ハイエストﾌァーム生産）を交配し作出されました。
　ブラッｸブレイﾝ号の娘達は在群期間が長く、乳頭配置が程よく
搾乳ロボットに適した特徴を備えています。
　計根別産種雄牛でみなさんの牛群を改良してみませんか！


